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那須塩原市盆踊り大会
この盆踊りは、1916年(大正5年)に、東那須野村から分離独立した黒磯町の初代

町長である山口兵吉氏が、黒磯町民の一体感、健全なレクリエーション普及など

を目的に開催した「町是豊年盆踊り」がルーツとなっています。

また、大正末期には踊り手が1000人といわれ、栃木県の名物踊りとして、1928年

（昭和3年）5月にラジオで全国放送されたと言われています。

このように、過去から現在へと伝統を紡いでゆく盆踊りとなっています。


















